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す
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戦
後
、
我
が
国
経
済
の
復
興
と
人
口
問
題
の
解
決
を
目
指
し
、
北
海
道
の
広
大
な
国
土
空
間
と
未
開
発
の
資
源
を
活
用
す
る

目
的
で
、
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
六
月
一
日
に
北
海
道
開
発
庁
が
設
置
さ
れ
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
基
づ
き
各
種

施
策
が
展
開
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
は
六
十
年
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
基
礎
的
な
社
会
資
本
の
整
備
や
大
規
模
農
地
開
発
、
苫
小

牧
港
や
石
狩
湾
新
港
の
建
設
と
背
後
の
企
業
団
地
の
開
発
な
ど
、
折
々
の
時
代
の
要
請
に
基
づ
く
様
々
な
施
策
・
事
業
が
展
開

さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
積
雪
寒
冷
な
気
象
条
件
や
我
が
国
の
最
北
端
に
位
置
す
る
等
、
北
海
道
の
開
発
を

進
め
る
上
で
の
制
約
条
件
が
存
在
す
る
こ
と
は
厳
然
と
し
た
事
実
で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
、
地
球
環
境
問
題
、
経
済
の
持
続

的
な
成
長
な
ど
、
我
が
国
が
直
面
す
る
今
日
的
課
題
の
解
決
に
、
北
海
道
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
て
い
く
余
地
は
十

分
あ
る
も
の
と
思
料
す
る
。
つ
い
て
は
、
以
下
二
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

数
次
に
わ
た
る
北
海
道
総
合
開
発
計
画
に
基
づ
く
六
十
年
間
の
施
策
・
事
業
の
成
果
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
う
か
が
う
。

二

我
が
国
の
当
面
す
る
課
題
を
踏
ま
え
た
新
た
な
北
海
道
開
発
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
う
か
が
う
。

右
質
問
す
る
。


